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職場訪問例会

  
本日は小泉会員の手配により浜岡原発の見学会と

なります。東日本大震災により福島第一原発が壊

滅的被害を受け、放射能災害が世界中を震撼させ

たことは周知のことです。静岡県は中部電力浜岡

に５基の原子炉があり、１、２号機は廃炉、残り

の３基が津波対策を行った後に再稼働の予定とな

っています。また、全国の原子炉は全数が休止状

態で再稼働までには地元市町、県、ましては世論

が相手の高いハードルがあります。支持率が 30％
を切る政権と企業が、安心、安全と唱えても納得

のできる説明がない限り逆風は吹き荒れるような

気がします。原発政策の今後の行方は混沌として

います。私自身は賛成、反対の結論出せない状況

であることは確かです。津波対策の防潮堤の規模

をみて、皆さんはどのような思いをするかは想像

できません。 

■ 出 席 報 告                        
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

25／41 60.97％ 34／42 80.95％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○池ノ谷君 ○石割君 ○江﨑晴君 ○落合君 

○小西君 ○鈴木舜君 ○平君 ○玉木君 

○仲田晃君 ○仲田廣君 ○萩田君 ○松葉隆君 

○松葉義君 ○村松君 ○山田君 ○渡辺君 

■ ビ ジ タ ー                         
南條 恭有紀君（静岡中央）  大澤 泉君（静岡） 

山﨑 純男君（静岡）   駒形 栄一君（静岡） 

曽根 啓弌君（榛南） 清水 孝之君（静岡日本平） 

大石 啄誌君（榛南） 大林 久人君（静岡日本平） 

澤脇 圭司君（島田）   小原 昇君（焼津） 

中村 強一郎君（焼津南）蒔原 明君（焼津） 

小梁 博冶君（焼津南） 中村 幸夫君（焼津南） 

小林 正敏君（藤枝南） 小池 吉久君（藤枝南） 

玉木 末雄君（藤枝南） 漆畑 雄一郎君（藤枝南） 

富澤 静雄君（藤枝南） 山田 壽久君（藤枝南） 

■ 職場訪問例会 ■ 

 ６月１３日(水) 現在進められている中部電力浜

岡原子力発電所の安全対策工事の視察を職場訪問

例会として行った。 
当日は青島会長以下２５名が参加者した。 
 最初に原子力館で福島第一原子力発電所の事故

をふまえた、新たな津波対策工事の概要と地震対

策の説明を受けた。 
その後原子力館内にある浜岡原子力発電所３号機

の実物大模型による原子力発電の仕組みと、現在

工事が進められている海抜１８m の防波壁の実物

大模型により、基礎、本体の構造の説明を受けた。 

 続いて原子力発電所構内の視察を行った。最初

に緊急時対策の海抜 23m に設置された緊急時対策

用の発電機、建設中の海抜１８m の防波壁をフェ

ンス越しに見ながら説明を受けた。 

 その後停止中の５号機の中央制御室に行き原子

炉圧力容器内の温度が38.9度で冷温停止している

ことを確認できた。最後に原子力発電所最上部の

燃料プールの視察を行った。 
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 帰りのバスの中では浜岡停止による夏季の電源

確保として停止中であった古い武豊火力発電所２

号機を苦労して立ち上げたビデオを視聴し、電気

の安定供給の難しさを感じることができた。梅雨

の合間での視察でしたが、雨もなく、蒸し暑くも

なく絶好の視察日和でした。視察に参加された皆

様ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 冠 講 座                                  

第８回講師            鈴木 邦昭君 

『機能性塗料の発信と挑戦』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


